
如 来 大 悲 の 恩 徳 は  身 を 粉 に し て も 報 ず べ し 

師 主 知 識 の 恩 徳 も  骨 を く だ き て も 謝 す べ し    

                                   正像末和讃 

 

報恩講の源流は、宗祖親鸞聖人ご自身が、「師主知識」である法然上人の御

命日に人々と寄り合い、仏法をお聴聞し、お勤めしておられたことにあるとい

えます。そのご恩報謝の意志は、親鸞聖人滅後、門弟たちに受け継がれ、歴代

上人によって法要の次第が調えられ、蓮如上人の時代には、各地の寺院・道場

で広く報恩講が勤められるまでに貫かれてきました。以来、報恩講は私たち真

宗門徒にとっては一年で最も大切で中心となる仏事として勤められています。

「ご恩」という言葉が聞かれなくなってきた生活の中で、私たちは一体何を失

い 続 け て い る の か ？ 一 体 何 を 取 り か え さ ね ば な ら な い の か ？ こ の た び の 報 恩

講をお勤めする中で、「如来大悲」の教えに私自身を尋ねてまいりましょう。  

 

日にち    ７月２４日（日）～２６日（火）  

時 間     

 

 

 
           

※逮夜のご法話終了後、御伝鈔の拝読がございます。  

◎２５日はお斎（昼食）をご用意いたします。 

 

講 師    伊藤  俊作  師  （小松教区第２組 静光寺住職） 
                （２４日逮夜から２５日日中まで） 
 

       摩垣  淨心  師  （福井教区第６組 佛言寺住職） 
              (２５日逮夜から２６日日中まで）              
 

 

お問合せ：真宗大谷派吉崎別院 ☎ 0776-75-1904（9：00～16：30） 
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２４日（日） ―  ―  １４時～  １９時～  

２５日（月） ７時～  １０時～  １４時～  ※16時半～ 

２６日（火） ７時～  １０時～  ―  ―  

 


